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EFA の目標達成の期限である 2015 年までに、いくつかの目標は大きく前進したもの
の、難しい課題も残りました。2015 年 5 月に韓国のインチョンで開催された世界教育フォ
ーラムでは、「すべての人に対する包摂的、公正かつ良質な教育を確保し、生涯学習の機
会を促進する」ことを目指した新教育アジェンダをインチョン宣言として採択し、これに































































































が採択されました。9 月には「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が国連サミット
で採択され，持続可能な開発目標のゴール 4 に教育分野のゴールとして「すべての人々へ
の包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」が明記されました。
そして，11 月には，SDG4 の達成に向けた行動枠組である「Education 2030 行動枠組」が















世界中で読み書きができない 15 歳以上の人数は約 7 億 5,000 万人であり，その約３分の２
は女性です。ノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフザイさんが女子教育の重要性を繰り返
し訴えているとおり，日本も，引き続き，女子教育支援に積極的に取り組んでいきます。ま


















































 今年の第 13 回 JEF は、2016 年 2 月 24 日に東京の学術総合センターの会議場で開催され




モ・ケニヤッタ農工大学学長であり RUFORUM Network の議長でもあるマベル・インブガ
教授（ケニア）、および東京工業大学の牟田博光名誉教授の二人が基調講演を行った。続く
質疑応答では、参加者から多くの質問や意見が出され、基調講演者と参加者が様々な問題に






え、総勢 120 人以上が参加した。 
 
マベル・インブガ・ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長 （ケニア） ・RUFORUM Network 議長
による基調講演 
 イブンガ教授は「自立的教育開発に向けた大学教育の役割と SDGs―アフリカの事例（理





トワークづくりなど様々な学術支援など、多くの支援を提供した。JICA の支援は 2000 年
に終了したが、ジョモ・ケニヤッタ農工大学は発展し、理工学分野でトップクラスの大学と
して自立的に成長し続けているとインブガ教授は強調した。学生数は 1994 年に 2,068 人に
なるまではゆっくりと増えたが、2000 年には 3,061 人に達し、2015 年には 40,200 人にま



























している。第 2 に、「日本の教育協力政策 2011-2015」が日本の教育協力政策の上位政策と


































とを、EFA の目標や、ジョムティエンの宣言に基づいて採択された 6 つの目標を掲げた「ダ
カール行動枠組み」を振り返って見直しをした。さらに吉田教授は Education 2030 のアジ
ェンダを「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保する」という SDGs の目標 4
との関係から検討し、インチョンと SDG 4 で追加された中等教育、計算能力、雇用、ディ
ーセント・ワーク（適切な仕事）、大学、持続可能な開発等の教育分野について、従来と比
べて重点が変わったところ、変わらないところを明らかにした。さらに吉田教授はパネリス
















（PEDP）という JICA の協力プロジェクトについて語った。PEDP は 2005 年から実施さ
れている初等教育の質改善を目指すサブセクターワイドの統合プログラムである。PEDP II
を経て、現在、初等教育のサブセクターの全段階において質の高い教育をめざす PEDP III
が 2011 年から 2017 年にかけて実施されている。EFA の目標に関しては、JICA は特に目標
2（すべての子どもに無償義務初等教育を提供）と目標 6（教育の質の改善）の達成をめざ
して初等教育に対する技術援助を提供しているとシャマル氏は指摘した。その間、就学率が
大幅に改善され、普遍的普通教育の重要な指標である就学率は 2013 年に 97％を達成し、中
途退学率は 2008 年の 49.5％から 2013 年には 20％に減少しているとシャマル氏は説明し
た。しかし児童の 5 分の 1 以上が 5 年間の初等教育を終了していないことから、今も残る
中途退学や留年の主な課題についても言及した。目標 6 についてシャマル氏は、バングラ
デシュに残る様々な問題が複合的に存在すると述べた。例えば児童対教員の比率の問題や、















活用して行った教師トレーナー育成と UP NISMED 教師の教育者による教材の開発のため
の国家の研修プログラムの実施がある。育成された教師トレーナーは、地域の研修プログラ
ムで教師を訓練した。SMEMDP 後、UP NISMED は、教材の開発を継続し、国内をはじめ
ガーナ、ケニア、パキスタン、ネパールなどで SMEMDP で開発された教材を使用して教員











ら 2015 年までの JICA の教育協力について、その傾向を概説し、基礎教育の質がますます
求められるようになったこと、および教育介入が多様化し高等教育や科学技術イノベーシ
ョン（STI）にも広がっていることを指摘した。さらに、MDGs から SDGs に移行する中
で、3 つの変化を考察した。第 1 に、グローバルな環境の変化に伴い、開発問題とグローバ
ル化がますます複雑化し、新興国が増え、開発途上国間で格差が広がっていること、第 2 に、
高い質の教育や中等・高等教育の需要が拡大する中で、教育協力のニーズも変化しているこ
と、第 3 に、日本に関して、特に厳しい財務状況と ODA 予算の削減による ODA の環境が
変化していることである。発表の後半で萱島氏は、JICA の 2015 年教育協力ポジションペ
ーパーを紹介し、今後 5 年間の JICA の教育分野における 4 つの重要分野について概説し



























P.O Box 62000-00200,  Nairobi,  Kenya












































ھ ෌⏕ྍ⬟࢚ࢿࣝࢠ࣮ 䠄Bright Project䠅














































































6) 䜻䝍䝺 CBD 䜻䝱䞁䝟䝇
7) 䜹䜹䝯䜺 CBD 䜻䝱䞁䝟䝇
8) 䜻䝅䜲 CBD 䜻䝱䞁䝟䝇









































































































䜹䝔䝂䝸䞊 ⏨ᛶ ዪᛶ ྜィ
Ⓩ㘓ࢥࣥࢧࣝࢸ࢕ࣥࢢ࣭࢚ࣥࢪࢽ࢔ 272 (98.2%) 5 (1.8%) 277
Ⓩ㘓ࣉࣟࣇ࢙ࢵࢩࣙࢼ࣭࢚ࣝࣥࢪࢽ࢔ 1298 (96.8%) 43 (3.2%) 1341
Ⓩ㘓༞ᴗ࢚ࣥࢪࢽ࢔ 4974 (92.3%) 413 (7.7%) 5387

























ฟ඾: SMASE-WECSA ASSOCIATION Since 2001
SMASSE䝥䝻䝆䜵䜽䝖 䠄୰➼ᩍ⫱: 1998-2008䠅:Strengthening of Mathematics and Science in Secondary Education
୰➼⌮ᩘ⛉ᩍ⫱ᙉ໬ィ⏬
SMASE䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄ึ➼ᩍ⫱: 2009-2013䠅: Strengthening of Mathematics and Science Education in Kenya
䜿䝙䜰⌮ᩘ⛉ᩍ⫱ᙉ໬ィ⏬






















































































o Tuning Africa Project䠄2012ᖺ䠅
䜹䜰䝣䝸䜹䛾20䛾ᕤᏛ㒊䛷䜹䝸䜻䝳䝷䝮ᨵゞ䛻ྲྀ䜚⤌䜐
o Africa-UK Engineering for Development Partnership䠄2010ᖺ䠅
䜹䝸䜻䝳䝷䝮ᨵゞ➼䚸䜰䝣䝸䜹䛸ⱥᅜ䛾ᢏ⾡⪅䛾༠ຊ䜢᥎㐍
o UNESCO Engineering Initiative䠄2011ᖺ䠅
䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾ᨵゞ䚸㉁ಖド䚸ㄆド䛺䛹䛾㔜せ䛺ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜐











































































䜿䝙䜰 䝘䜲䝆䜵䝸䜰 䜹䝯䝹䞊䞁 䜰䝹䝆䜵䝸䜰 ༡䜰䝣䝸䜹
䙵 ᮾ㒊 䙶 す㒊 䙷 ୰㒊 䙸 ໭㒊 䙹 ༡㒊
᪥ᮏ 䜲䞁䝗 䝇䜴䜵䞊䝕䞁 䝗䜲䝒


















䘲⌮஦㛗 㻦㻼㼞㼛㼒㻚㻌㼀㼛㼘㼘㼥 㻿㻚㻭㻚㻹㼎㼣㼑㼠㼠㼑 㻔䝍䞁䝄䝙䜰㻕
䘲๪⌮஦㛗㻦㻌㻰㼞㻚㻌㻼㼍㼡㼘㼛㻌㻯㼍㼞㼢㼍㼘㼔㼛 㻔䜰䞁䝂䝷㻕
ᮏ㒊䠜䜹䝯䝹䞊䞁
䝺䝧䝹 1ᮇ⏕ 2ᮇ⏕ 3ᮇ⏕䠄ணᐃ䠅 ྜィዪᏊ ⏨Ꮚ ィ ዪᏊ ⏨Ꮚ ィ ዪᏊ ⏨Ꮚ ィ ዪᏊ ⏨Ꮚ ྜィ
ಟኈㄢ⛬ 8 48 56 14 32 46 12 43 55 34 123 157
༤ኈㄢ⛬ -- -- --- 6 16 22 12 33 45 18 49 67










o 䜰䝹䝆䜵䝸䜰 o 䜶䝸䝖䝸䜰 o 䝙䝆䜵䞊䝹
o 䝧䝙䞁 o 䜶䝏䜸䝢䜰 o 䝘䜲䝆䜵䝸䜰
o 䝤䝹䜻䝘䝣䜯䝋 o 䜺䞁䝡䜰 o 䝹䝽䞁䝎
o 䝤䝹䞁䝆 o 䜺䞊䝘 o 䝉䝛䜺䝹
o 䜹䝯䝹䞊䞁 o 䜿䝙䜰 o 䝇䞊䝎䞁
o 䝏䝱䝗 o 䝺䝋䝖 o 䝍䞁䝄䝙䜰
o 䝁䝰䝻 o 䝸䝧䝸䜰 o 䝖䞊䝂
o 䝁䞁䝂 o 䝬䝷䜴䜱 o 䜴䜺䞁䝎
o 䝁䞁䝂Ẹ୺ඹ࿴ᅜ o 䝬䝸 o 䝄䞁䝡䜰





























Africa Union-african innovation - JKUAT AND PAUSTI Network Project
䜰䝣䝸䜹ᆺ䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁᣺⯆䞉JKUAT/PAU/AU䝛䝑䝖䝽䞊䜽䝥䝻䝆䜵䜽䝖
AUC:    African Union Commission㸦࢔ࣇࣜ࢝㐃ྜጤဨ఍㸧
PAU:    Pan African University㸦ỗ࢔ࣇࣜ࢝኱Ꮫ㸧
PAUSTI: PAU of Institute of 

































































ᑠᆺ㢼ຊⓎ㟁 2 ᑠỈຊⓎ㟁 2
䝞䜲䜸䝬䝇Ⓨ㟁 3 䝝䜲䝤䝸䝑䝗䞉䝅䝇䝔䝮 1

































































































































































































































































































































































































































































































































































































マベル・インブガ（ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長（ケニア）、RUFORUM Network 議長） 
 アイーダさん、質問をありがとうございました。評価制度についての質問ですね。私たち
の評価制度は試験で行いますが、あなたが考えておられる試験とはおそらく大きく異なり






































質問 4  
チュン・ボングン（ソウル大学教育学部・リサーチフェロー、インストラクター、広島大学
CICE 客員教授）  
 韓国のソウル大学から来ました。現在は広島大学に 2 か月間客員教授として滞在してい
ます。私の質問はある意味、ばかげているかもしれませんし、批判的かもしれません。広島
大学の意見ではなく、ソウル大学校から来た者としての質問です。 











マベル・インブガ（ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長（ケニア）、RUFORUM Network 議長） 
 質問をありがとうございます。2000 年に JICA の援助が終わりましたが、JKUAT は今で




授業に 30％、研究に 30％、コンサルタント業務と社会活動に 30％、その他に 10％の時間
を使うことになっています。それで教員は皆、コンサルタント業務に関わらなければならな



















もケニアの様々な求人市場で職を見つけています。面接を受ける学生が 10 人いたら、8 人
は JKUAT から採用されるでしょう。JKUAT の卒業生は日本の文化から勤勉を学んでいる
と企業が知っているため、すぐに就職できます。彼らは非常に知性的で実体験も積んでいま











 今のご質問は、ODA タスクフォースへの質問に関するご質問かと思います。回答は 70
ヶ国、母数は 95 ヶ国になります。95 の在外公館にアンケートを出して、70 から回答があ
り、回答率としては高かったと思います。具体的に誰が答えたのかですが、在外公館、大使
館には ODA タスクフォースが作られており、メンバーは、大使館の職員＋JICA の職員が
通常の形態です。その中で、教育を担当されている方が、少なくとも、大使館が一人、JICA
が一人は入っております。他に 2、3 名入ることもありますから、だいたい 2 名から 5 名の
方が話し合いをされて、書かれていると承知をしております。誰か特定の方が一人だけ書い
て送ってくるということは通常やりませんで、回答につきましては、そこのタスクフォース




います。従いまして、ある在外、ODA タスクフォースで 10 あるものを、全部優先度が高



















































































• Goal 1 ≉䛻䚸ᙅ⪅䚸୙฼䛺఩⨨䛻䛒䜛Ꮚ䛹䜒㐩䛻ᑐ䛩䜛䚸ໟᣓⓗ䛺ᗂඣ
ᩍ⫱䛾ᣑ኱ᨵၿ䚹
• Goal 2  2015ᖺ䜎䛷䛻䛩䜉䛶䛾Ꮚ䛹䜒㐩䚸≉䛻䚸ዪᏊ䚸ᅔ㞴䛺᮲௳ୗ䛻䛒
䜛Ꮚ䛹䜒㐩ཬ䜃ᑡᩘẸ᪘䛾Ꮚ䛹䜒㐩䛜䚸↓ൾ䛷Ⰻ㉁䛾⩏ົึ➼ᩍ⫱䛾ᶵ
఍䜢୚䛘䜙䜜䚸䛭䜜䜢ಟ஢䛩䜛䛣䛸䜢ಖド䛩䜛䚹
• Goal 3 ⱝ⪅䛸ᡂே䛾Ꮫ⩦䝙䞊䝈䛜䚸㐺ษ䛺Ꮫ⩦䝥䝻䜾䝷䝮䚸䝷䜲䝣䝇䜻
䝹䝥䝻䜾䝷䝮䛾බṇ䛺䜰䜽䝉䝇䜢㏻䛨䛶䚸‶䛯䛥䜜䜛䛣䛸䜢ಖド䛩䜛䚹
• Goal 4 2015ᖺ䜎䛷䛻䚸 ≉䛻ዪᛶ䛾䚸ᡂே䚸≉䛻ዪᛶ䛾㆑Ꮠ䛾䝺䝧䝹䜢
䠑䠌䠂ᨵၿ䛩䜛䚹䛩䜉䛶䛾ᡂே䛾䛯䜑䛾ᇶ♏ⓗ䞉⥅⥆ⓗᩍ⫱䜈䛾ᖹ➼䛺䜰
䜽䝉䝇䜢ಖド䚹
• Goal 5 ึ➼ཬ䜃୰➼ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛䝆䜵䞁䝎䞊᱁ᕪ䜢䛺䛟䛧䚸---2015ᖺ䜎
䛷䛻䚸ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛䝆䜵䞁䝎䞊䛾ᖹ➼䜢㐩ᡂ䛩䜛䛣䛸䚸---. 






ᩍ⫱ 2030 = SDG4
• Target 4.1: 2030ᖺ䜎䛷䛻䚸䛩䜉䛶䛾ዪඣཬ䜃⏨ඣ䛜䚸↓ൾ䛛䛴බṇ䛷㉁䛾
㧗䛔ึ➼ᩍ⫱ཬ䜃୰➼ᩍ⫱䜢ಟ஢䛧䚸㐺ษ䛷ຠᯝⓗ䛺Ꮫ⩦ᡂᯝ䜢䜒䛯䜙䛩䚹
• Target 4.2: 2030 ᖺ䜎䛷䛻䚸䛩䜉䛶䛾ዪඣཬ䜃⏨ඣ䛜䚸㉁䛾㧗䛔ஙᗂඣ䛾Ⓨ
㐩䞉䜿䜰ཬ䜃ᑵᏛ๓ᩍ⫱䛻䜰䜽䝉䝇䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ึ➼ᩍ⫱䜢ཷ䛡䜛‽ഛ䛜
ᩚ䛖䚹
• Target 4.3: 2030 ᖺ䜎䛷䛻䚸䛩䜉䛶䛾ዪᛶཬ䜃⏨ᛶ䛜䚸ᡭ䛾ᒆ䛟㉁䛾㧗䛔ᢏ
⾡ᩍ⫱䞉⫋ᴗᩍ⫱ཬ䜃኱Ꮫ䜢ྵ䜐㧗➼ᩍ⫱䜈䛾ᖹ➼䛺䜰䜽䝉䝇䜢ᚓ䜙䜜䜛䚹
• Target 4.4: 2030 ᖺ䜎䛷䛻䚸ᢏ⾡ⓗ䞉⫋ᴗⓗ䝇䜻䝹䛺䛹䚸㞠⏝䚸ാ䛝䛜䛔䛾䛒
䜛ே㛫䜙䛧䛔௙஦ཬ䜃㉳ᴗ䛻ᚲせ䛺ᢏ⬟䜢ഛ䛘䛯ⱝ⪅䛸ᡂே䛾๭ྜ䜢኱ᖜ䛻
ቑຍ䛥䛫䜛䚹
• Target 4.5: 2030 ᖺ䜎䛷䛻䚸ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛䝆䜵䞁䝎䞊᱁ᕪ䜢↓䛟䛧䚸㞀䛜䛔⪅䚸
ඛఫẸཬ䜃⬤ᙅ䛺❧ሙ䛻䛒䜛Ꮚ䛹䜒䛺䛹䚸⬤ᙅᒙ䛜䛒䜙䜖䜛䝺䝧䝹䛾ᩍ⫱䜔
⫋ᴗカ⦎䛻ᖹ➼䛻䜰䜽䝉䝇䛷䛝䜛䚹 ---
• Target 4.6: 2030 ᖺ䜎䛷䛻䚸䛩䜉䛶䛾ⱝ⪅ཬ䜃኱ከᩘ䠄⏨ዪ䛸䜒䛻䠅䛾ᡂே䛜䚸
ㄞ䜏᭩䛝⬟ຊཬ䜃ᇶᮏⓗィ⟬⬟ຊ䜢㌟䛻௜䛡䜙䜜䜛䚹



















3. Ꮫ⩦ᡂᯝ 6. ᩍ⫱䛾㉁䛸Ꮫ⩦ᡂᯝ (1.ྵ䜐)








3. ⫋ᴗカ⦎ & ኱Ꮫ
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ᖺ ⥲ᑵᏛ⋡ (%) ⣧ᑵᏛ⋡ (%)⏨Ꮚ ዪᏊ ィ ⏨Ꮚ ዪᏊ ィ
2005 91.2 96.2 93.7 84.6 90.1 87.2
2006 92.9 103.0 97.7 87.6 94.5 90.9
2007 93.4 104.6 98.8 87.8 94.7 91.1
2008 92.8 102.9 97.6 87.9 90.4 90.8
2009 100.1 107.1 103.5 89.1 99.1 93.9
2010 103.2 112.4 107.7 92.2 97.6 94.8
2011 97.5 105.6 101.5 92.7 97.3 94.9
2012 101.3 107.6 104.4 95.4 98.1 96.7
2013 106.8 110.5 108.6 96.2 98.4 97.3
2014 104.6 112.3 108.4 96.6 98.8 97.7
2015 105.0 113.4 109.2 97.1 98.8 97.9
Annual Primary  School Census (APSC)  – 2015
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
⥲ᑵᏛ⋡䠄䠂䠅 2005ᖺ - 2015ᖺ
GER (%) Boys GER (%) Girls GER (%) All
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
⣧ᑵᏛ⋡䠄䠂䠅 2005ᖺ - 2015ᖺ





Annual Primary  School Census (APSC)  – 2015
2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015
Boys 10.70% 12.80% 11.60% 7.70% 7.30% 6.90% 6.40%
Girls 9.60% 12.40% 10.60% 6.90% 6.50% 6.0% 6.0%






ᛶู 1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕ 4ᖺ⏕ 5ᖺ⏕ ඲Ꮫᖺ
⏨Ꮚ 8.1 6.3 6.2 7.5 3.1 6.4
ዪᏊ 7.8 5.1 6.8 7.9 1.9 6
඲య 7.9 5.7 6.5 7.7 2.4 6.2
18
18
ᛶู 㻝ᖺ⏕ 㻞ᖺ⏕ 㻟ᖺ⏕ 㻠ᖺ⏕ 㻡ᖺ⏕ ඲Ꮫᖺ
⏨Ꮚ 2.3% 4.0% 4.0% 11.8% 2.2% 23.9%
ዪᏊ 0.8% 2.5% 3.0% 08.5% 2.0% 17.0%
඲య 1.6% 3.2% 3.4% 10.1% 2.1% 20.4%
ᖺู୰㏥⋡ 2005ᖺ - 2015ᖺ
Annual Primary  School Census (APSC) – 2015
47.2% 50.5% 50.5% 49.3% 45.1% 39.8%





2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
ᖺู୰㏥⋡ 2005ᖺ - 2015ᖺ (%)
19
19
ᖺ 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
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Gender 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
Boys 8.6 8.8 8.9 8.7 8.5 8 7.4 6.6 6.5 6.5 6.4
Girls 7.9 8.2 8.2 8.5 8 8.1 7.1 6.3 6.1 6.0 6.1
All 8.3 8.5 8.6 8.6 8.3 8.1 7.3 6.5 6.3 6.2 6.2
Annual Primary  School Census (APSC)  – 2015
21
21
Annual Primary  School Census (APSC)  – 2015
ᖺ Ꮫᰯᩘ
ཷ㦂᭷㈨᱁⪅ᩘ (DR) ཷ㦂⪅ᩘ ྜ᱁⪅ᩘ
⏨Ꮚ ዪᏊ ィ ⏨Ꮚ ዪᏊ ィ ⏨Ꮚ ዪᏊ ィ
2009 81,389 907,570 1,072,325 1,979,895 830,880 992,585 1,823,465 751,466 868,588 1,620,054




1 829,531 962,120 1,791,651 




































䜲䝇䝷䝮Ꮫᰯึ➼ᩍ⫱ಟ஢ヨ㦂 2009ᖺ – 2014ᖺ
Annual Primary  School Census (APSC)  – 2015
ᖺ ཷ㦂⪅ᩘ Ḟᖍ⪅ᩘ ྜ᱁⋡㸦%㸧඲య ⏨Ꮚ ዪᏊ
2009 1,979,895 156,430 88.84 90.44 87.51
2010 2,156,721 216,390 92.34 92.75 91.98
2011 23,16,521 130,774 97.3 97.48 97.08
2012 2,481,119 160,784 97.35 97.53 97.19
2013 2,519,032 120,013 98.58 98.62 98.54
2014 2,683,781 105,4821 97.93 97.74 97.97
ᖺ EECE ཷ㦂⪅ᩘ Ḟᖍ⪅ᩘ
EECEྜ᱁⋡㸦%㸧
඲య ⏨Ꮚ ዪᏊ
2010 264,866 66, 83.93 86.19 82.01
2011 272,171 48,989 91.28 92.51 90.23
2012 276,373 53,396 94.33 94.88 93.77
2013 273,979 48,213 95.80 96.18 95.44
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7/29/2016 24
ᩍ⫱Ꮫ䝕䜱䝥䝻䝬䜢ᣢ䛴ᩍဨ 2015ᖺ
GPS NNPS RNGPS NRNGPS Experimental Community
Total DPEd Male 2,073 896 6 90 4 1
Total DPEd Female 4,907 1,880 11 164 5 17
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60
┠ᶆ䠏䛻䛚䛡䜛ᐇ⦼
• Up until the last part of previous century 11ṓ䛛䜙15ṓ䛾Ꮚ
౪䛯䛱䛾༙ᩘᮍ‶䛧䛛ᑵᏛ䛧䛶䛔䛺䛔䚹
• ୰➼ᩍ⫱䛾㧗䛔୰㏵㏥Ꮫ⋡䛾䛯䜑䛻䚸ྠᖺ㱋ᒙ䛾䠏ศ䛾
䠍ᮍ‶䛧䛛୰➼ᩍ⫱䜢ಟ஢䛧䛶䛔䛺䛔at that time but the



















































































Major Activities under PEDP-II & III
Initiatives to Achieve EFA & Role of 
External Cooperation








JICA’s Major Activities under PEDP-II & III
Initiatives to Achieve EFA & Role of 
External Cooperation



























































































PEDP II 䛻䛚䛡䜛 JICA 䛾୺䛺άື
• 4ᖺ┠䠄2007-08䠅䠖
•ᩍ⫱䝟䝑䜿䞊䝆䛾㛤Ⓨ䠄ᑠ3-5⟬ᩘ䚸ᑠ4-5⌮⛉䠅









• PEDP II 䛿ᩍ⫱䝟䝑䜿䞊䝆䜢䛩䜉䛶䛾බ❧Ꮫᰯ䛻㓄ᕸ(12,000,000 䝍䜹䠅
42












































































































































































1 䞃᭶ ୰➼⏕≀ ⟃Ἴ኱Ꮫ
1.5 䞃᭶ ୰➼ᆅᏛ ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ
1 䞃᭶ ึ➼⌮⛉ 㬆㛛ᩍ⫱኱Ꮫ
1 䞃᭶ ึ➼⟬ᩘ ⟃Ἴ኱Ꮫ
• 1995ᖺ4᭶䡚 1996ᖺ3᭶
ᮇ㛫 ศ㔝 ሙᡤ䠋኱Ꮫ
3 䞃᭶ ୰➼≀⌮ ி㒔኱Ꮫ
2 䞃᭶ ୰➼ᩘᏛ ⟃Ἴ኱Ꮫ
2 䞃᭶ ୰➼໬Ꮫ ᗈᓥ኱Ꮫ
2 䞃᭶ ୰➼ᆅᏛ ⁠㈡኱Ꮫ





2 䞃᭶ ึ➼⌮⛉ ᒸᒣ┴⥲ྜᩍ⫱䝉䞁䝍䞊
1.5 䞃᭶ ◊✲䞉ホ౯ ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ
3 䞃᭶ ึ➼⟬ᩘ ⟃Ἴ኱Ꮫ
6 䞃᭶ ୰➼ᆅᏛ ⚄ᡞ኱Ꮫ
3 䞃᭶ ୰➼⏕≀ ⁠㈡኱Ꮫ
• 1997ᖺ4᭶䡚1998ᖺ9᭶
ᮇ㛫 ศ㔝 ሙᡤ䠋኱Ꮫ
3 䞃᭶ ୰➼໬Ꮫ ᗈᓥ኱Ꮫ
2 䞃᭶ ୰➼≀⌮ ᮾிᏛⱁ኱Ꮫ
3 䞃᭶ ୰➼ᩘᏛ ⟃Ἴ኱Ꮫ












































1995 1996 1997 1998 1999
ึ➼⌮⛉ 60 55 34 149
ึ➼⟬ᩘ 60 55 115
୰➼ᆅᏛ 60 54 114
୰➼⏕≀ 57 54 111
୰➼໬Ꮫ 59 58 117







ྜィ 237 229 218 245 34 963 16
66
⌮⛉ᩍᖌカ⦎䝉䞁䝍䞊䛚䜘䜃ᐟἩ᪋タ 17 18
• 8෉䛾ᩍဨ䝖䝺䞊䝘䞊ྥ䛡䛾䝋䞊䝇䝤䝑䜽 volume 1 
(ESM, ESS, HSM 1 and 2, HSM 3 and 4, HSES, HSB, 
HSC, HSP) 
• 8෉䛾ᩍဨ䝖䝺䞊䝘䞊ྥ䛡䛾䝋䞊䝇䝤䝑䜽, volume 2 











































Mr. Daniel Matiri (Kenyan 
Fellow in High School 
Chemistry, 2003)
Ms. Lynette Kisaka (Kenyan 
Fellow in High School 
Biology, 2002)
JICA䜹䜴䞁䝍䞊䝟䞊䝖◊ಟ䝥䝻䜾䝷䝮
Mr. Agyare (Ghananian 



























ᖺ ᩍ⛉(5 or 10ཧຍ⪅/ᩍ⛉) ඲ཧຍ⪅
2004 HS Biology, HS Chemistry, 
HS Physics, HS 
Mathematics
20
2005 HS Biology, HS Chemistry,
HS Physics, HS 
Mathematics
20
2006 HS Biology, HS Chemistry, 
HS Physics, HS 
Mathematics
40
2007 HS Biology, HS Chemistry, 
HS Physics, HS 
Mathematics
40
2008 HS Biology, HS Chemistry, 





䜿䝙䜰 INSET (In-service Training) ◊ಟဨ
Lesson demonstration 
and peer teaching























































































The teacher explains the task.
36
A group of students analyzes the relationship of two changing 
quantities as shown on the graph. 
37














A group shows one of their questions.
41
A member of another group writes a different question.  
42
The lesson study team 
members observe the 
groups as they work on 
the task. 43
Groups post their work on the board.
44
Questions of the different 
groups were put together based 

































































































































































































































待されています。これらすべてが、新たな Education 2030 の枠組みに述べられており、目
標が採択されています。これは私たちにとって大きな課題となっています。私が知る限り、






































マベル・インブガ（ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長（ケニア）RUFORUM Network 議長） 
 JKUAT の事例から話しますと、日本の専門家が示される勤勉さを採り入れるのは、最初
はたいへん難しかったですが、時間が経つにつれて、どのようにコピー・アンド・ペースト
すればいいか、わかってきました。最初は、ご存じのように、ケニア人は朝 8 時から夕方 5
































萱島信子 (JICA 国際協力専門員) 


























また、UP NISMED は JICA がアフリカでやっている理数科教員研修プロジェクトのトレー






















































































マベル・インブガ（ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長（ケニア）RUFORUM Network 議長） 
 付け足していいでしょうか。SDGs がなぜ非常によく影響しあうかというと、MDGs は
大学教育をまったく考えていなかったからです。MDGs は大学を除外していました。しか




うになり、大学が SDGs で言及されてよかったと思います。今度はうまくいくと思います。  
28 
 



































































質問 4  
ケネス・キング（エジンバラ大学名誉教授） 
 ケネス・キングです。イギリスでは言えないと思いますが、ここで言わせてください。今
日 2 つのストーリーを聞きました。一つ目のストーリーは、1977 年に JKUAT と共にケニ
アで始まり、1994 年に授業研究を通してフィリピンに伝わり、バングラデシュの PEDP な




















































































































































































































































マベル・インブガ（ジョモ・ケニヤッタ農工大学学長（ケニア）RUFORUM Network 議長） 






 第 2 に、JICA と日本政府は地域の活力を推進しています。地域の活力は今、非常に重要
で、JICA や日本政府は一つのセンターを活用して多くの他の地域と交流しています。これ
によって、教育を世界に提供するネットワークの拡大につながっています。現在、私たちは

































































































































多くの専門家が必要です。小学校 5 年生までで 2 千万人以上の児童がいます。2 年間の学位
プログラムを受けるためには、1 千万円近い費用が必要です。もし資金が足りないなら、2
年間の学位プログラムの代わりに、JICA はトレーナー研修のために専門家をバングラデシ
ュに 2、3 カ月派遣することも考えられます。もし両方が可能ならうれしいですが。 

















目標 4 を達成するのは難しいかもしれません。ご清聴ありがとうございます。 
 
吉田和浩（広島大学教育開発国際協力研究センター長） 
 若干の裏話ですが、昨年、国連を舞台に SDGs が採択された際、そこに向けて色んな人が
色んな所で極めて厳しいプロセスを踏んで来たんです。どういう意味かと言うと、ミレニア










なりました。それから、SDGs の D は、development とは言っていますが、発展とか開発す





































櫻井里穂（広島大学 CICE 准教授） 





The mediocre teacher tells. The good teacher explains. The superior teacher demonstrates. 
The great teacher inspires.” 日本語に致しますと、「平凡な教師は言って聞かせる、良い教
師は分かるように説明する。優秀な教師は自らやってみせる。しかし、最高の教師は子ども
の心に火を付ける。」名言であると思います。本日も基調講演やパネルセッションで出て参
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